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『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
の
こ
と
な
ど

―
木
村
礎
先
生
と
近
藤
安
太
郎
さ
ん
―

伊
藤　
　

康
晴

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』（
全
六
冊
）
は
、
村
落
史
研
究
を
生
涯
の
仕
事
に
さ
れ

た
木
村
礎
先
生
（
一
九
二
四
―
二
〇
〇
四
）
の
校
訂
に
よ
る
。
一
九
六
九
年
に
近

藤
出
版
社
よ
り
第
一
冊
目
の
「
関
東
編
」
を
発
行
。
一
〇
年
後
の
一
九
七
九
年
に

完
結１

。
先
生
四
五
～
五
五
歳
に
か
け
て
の
仕
事
と
な
る
。
北
海
道
・
沖
縄
県
を

の
ぞ
く
全
国
の
旧
村
名
・
旧
村
高
・
旧
領
名
な
ど
に
つ
い
て
明
治
初
期
に
調
査
さ

れ
た
一
覧
記
録
を
翻
刻
・
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
に
お
い
て
デ
シ
タ
ル
検
索
シ
ス
テ
ム
が
作
成
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
木
村
先
生
主
宰
の
調
査
合
宿
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
学
部
二
年
生

の
時
で
あ
っ
た
。
当
時
は
「
キ
ュ
ウ
タ
カ
キ
ュ
ウ
リ
ョ
ウ
」
と
聞
い
て
文
字
が
浮

か
ば
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
当
時
先
生
は
「（
校
訂
作
業
は
）
一
人
で
し
た
の

で
大
変
だ
っ
た
」と
仰
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う２

。
こ
の
度
少
し
気
に
な
っ
た
の
で
、

同
書
に
つ
い
て
何
か
述
べ
て
い
な
い
か
著
書
を
確
認
す
る
と
、『
戦
後
歴
史
学
を

生
き
る
』
の
「
一
九
六
九
年
」
の
項
目
に
以
下
の
短
文
を
書
か
れ
て
い
た
。

近
藤
出
版
社
社
長
近
藤
安
太
郎
氏
の
す
す
め
に
応
じ
て
、『
旧
高
旧
領
取
調

帳
』
を
全
部
刊
行
す
る
気
に
な
り
、
こ
れ
（「
関
東
編
」
筆
者
）
が
そ
の
第

一
冊
目
。
定
本
が
写
本
（
原
本
は
焼
失
）
な
の
で
校
訂
作
業
は
大
変
だ
っ

た
。
少
々
健
康
を
損
な
う
ほ
ど
、
こ
の
仕
事
に
打
込
ん
だ
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
刊
行
後
、
諸
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
御
指
摘
を
受
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

誰
か
が
や
る
べ
き
仕
事
な
の
で
あ
り
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

（
一
五
二
頁
）

　
近
藤
安
太
郎
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
全
編
の
校
訂
作
業
を
決
意
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
御
指
摘
」
と
は
、
主
に
村
落
名
称
に
関
わ
る
誤
写
・

誤
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
原
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
定
本
は
先
生
の
勤
務
先
で
も
あ
る
明
治
大
学
図
書
館
の
所

蔵
す
る
蘆
田
伊
人
文
庫
の
写
本
が
利
用
さ
れ
た
。
写
本
に
誤
写
の
あ
る
こ
と
は
当

初
よ
り
予
想
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
欠
本
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
諸
史
料
を
以
て
補

完
・
校
訂
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
先
生
と
雖
も
全
国
の
村
デ
ー
タ
の
校
訂
と
な

れ
ば
労
力
的
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
「
誰
か
が
や
る
べ
き
仕
事
」
を
請

け
、
十
年
か
け
て
や
り
遂
げ
る
に
は
近
藤
さ
ん
と
の
関
係
を
抜
き
に
は
当
然
語
れ

な
い
。

コ
ラ
ム
４
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筆
者
は
以
前
、「
児
玉
幸
多
先
生
の
思
い
出
」
と
い
う
小
文
に
お
い
て
、
児
玉

先
生
、
木
村
先
生
、
近
藤
さ
ん
の
三
人
が
、
七
月
七
日
七
夕
の
日
に
毎
年
一
回
集

ま
っ
て
酒
を
の
ん
で
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る３

。
お
酒
を
の
む
木
村

先
生
か
ら
聞
い
た
話
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
わ
け
だ
が
、
実
は
近
藤

さ
ん
は
の
ま
な
い
方
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

近
藤
さ
ん
は
戦
後
、
老
舗
の
歴
史
書
出
版
社
、
吉
川
弘
文
館
の
編
集
部
長
（
取

締
役
）
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
木
村
先
生
は
一
九
六
四
年
に
吉
川
弘
文
館
よ
り

『
近
世
の
新
田
村
』
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
頃
か
ら
の
お
付
き
合
い
と

想
像
さ
れ
る
。
の
ち
に
近
藤
さ
ん
は
吉
川
よ
り
独
立
し
て
近
藤
出
版
社
を
創
立
。

一
九
六
九
年
よ
り
歴
史
史
料
や
研
究
書
の
出
版
に
着
手
。
そ
の
最
初
の
年
に
『
旧

高
旧
領
取
調
帳
』（
関
東
編
）
は
出
版
さ
れ
た
。
会
社
の
創
立
に
合
わ
せ
て
準
備

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

児
玉
先
生
編
に
よ
る
『
く
ず
し
字
解
読
辞
典
』『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
な
ど

で
も
好
評
を
博
し
た４

。
辞
典
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、驚
く
こ
と
に
辞
典
の「
く

ず
し
字
」
は
、
す
べ
て
近
藤
さ
ん
の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
く
ず
し
字
辞
典

の
出
版
は
古
文
書
を
読
も
う
と
す
る
人
々
の
裾
野
を
ひ
ろ
げ
、
地
方
史
研
究
の
活

性
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
戦
後
の
歴
史
学
界
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
与

さ
れ
た
お
三
方
の
会
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
の

出
版
も
然
り
で
、
最
終
巻
「
東
北
編
」
の
解
題
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書
が
日
本
史
研
究
上
の
基
礎
史
料
た
る
こ
と
は
全
く
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
私
に
あ
る
種
の
使
命
感
を
持
続
せ
し
め
た
の
で
あ

る
。
本
書
の
定
本
が
写
本
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
校
訂
上
の
困
難
は

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
本
書
刊
行
を
十
年
間
に

わ
た
り
熱
心
に
推
進
さ
れ
た
近
藤
出
版
社
社
長
近
藤
安
太
郎
氏
の
見
識
で
あ

る
。

色
褪
せ
る
こ
と
の
な
い
学
恩
に
感
謝
で
あ
る
。

（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
主
査
学
芸
員
）

【
註
】

１
の
ち
近
藤
出
版
社
廃
業
に
よ
り
東
京
堂
出
版
よ
り
新
装
再
版
さ
れ
て
い
る
。

２
清
書
原
稿
の
作
成
に
数
名
の
門
下
Ｏ
Ｂ
が
手
伝
っ
た
冊
も
あ
る
（
同
書
解
題
参
照
）。

３
『
鳥
取
地
域
史
研
究
』
第
一
〇
号
「
記
念
エ
ッ
セ
イ
」、
二
〇
〇
八
年

４
１
と
同
様
に
の
ち
東
京
堂
出
版
よ
り
新
装
再
版
。


